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松本市社会福祉協議会 

 
松本市高宮南７－４０ ＴＥＬ２５－９２６３ 

児童館・児童センターは「子どもの権利

に関する条例」「子どもの居場所づく

り」を推進しています。児童相談をいつ

でも受け付けています。  

                                            

 

 

      今月の予定       
  地域活動クラブ「親子バス遠足」 

           ５日（日）  8:30～15:30 

年に一度の地域活動クラブの交流・親睦行事です。 
目的地：かんてんぱぱガーデン＆みはらしファーム 

 

  おはなしの会     ６日（月）15:50～16:10 

「おはなし玉手箱」さんによる楽しいお話です。 

今月はどんな絵本が登場するかな？お楽しみに。 

 

  福祉体験教室    １７日(金) １４：３０～１５：２０ 

  車椅子体験、アイマスク体験など、自分の身体を使い 

ながら、身近にある「福祉」について学びます。 

 

  「ハロウィン工作」  ２０日（月）～２４日（金） 

 芸術の秋です。ハロウィン気分が味わえるような、 

楽しく遊べるかわいいおもちゃを作ります。 

 

   

 月 

【お礼】 先月、遊戯室に待望のエアコン（２台）が

設置されました。来年の夏は猛暑の中でも、涼し

い環境のもとで安心して運動ができそうです。 

  うんどうあそび   

 ２日（木） ・８日（水） ・1５日（水） 

2２日（水） ・２９日（水） 

※汗拭きタオルを忘れないように持って 

きてくださいね。 

◆夏休み科学工作教室◆ 

高宮町会の五十嵐町会長さんを講師にお招きして、

「玉吹きくじら」を作りました。ストローを吹くとくじら

の背中から発砲スチロールの玉が空中に浮き上がる様

子を見て、みんな「えー？」と歓声を上げていました。 

◆「こころの鈴」の皆さ

んによる「こどもの権

利学習会」では、自分

たちの権利や友達に

ついて学びました。 
◆こども企画「紙芝

居の読み聞かせ会」 

【２年生が１年生の

前で紙芝居を発表

してくれました。】 

今年の夏は記録的な猛暑が続きました。農作物にとっては今まで味わったことのないような厳しい環境下で生

育し、やっと実りの秋を迎えています。私たち人間にとっても新しい環境や社会の変化に適応する力が今まで以

上に必要になってきています。適応力や吸収力が高い小学生の時期は学習や生活体験を通して、様々なことを身

につけ、成長していきます。知力や体力の向上とともに、心も大きく成長する大事な時期です。児童ひとり一人の

健やかな成長のために、児童センターでは何ができるのか？職員はどう対応すべきなのか？ということを常に考

えながら、児童とともに楽しい児童センターづくりに努めて参ります。 

 

◆地域活動クラブ「環境整備活動」について （お願い） 

【期間】：１０月１日（水）～１０日（金）（学校の保護者懇談会期間） 

【参加対象】：２年生の保護者の皆様  

 お迎えの折に「館内の窓ふき」を１０分程度お願いします。用具は

センターで用意します。 （詳細は 9/1にメールで送信済です。） 


